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第

太
閣
の
博
多
町
割

秀
吉
と
博
多

天
正
十
五
年
薩
摩
の
平
定
を
終
っ
た
秀
吉
は
、
帰
路
の
途
次
、
太
宰
府
よ
り
博
多
に
入
り
、
箱
崎
に
逗
留
し
た
。
当
時
博
多
の
街
は
戦
国
兵

乱
の
あ
と
を
う
け
て
荒
廃
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
前
輯
で
紹
介
し
た
聖
福
寺
借
屋
牒
を
見
て
も
、
永
禄
の
こ
ろ
、
数
度
の
兵
乱
で
被
害
を
う

け
た
断
片
記
事
が
あ
る
。
秀
吉
は
箱
崎
滞
在
中
に
、
博
多
の
街
の
復
興
と
町
割
り
を
企
画
し
て
、
自
ら
現
地
を
視
察
し
、
計
画
の
大
要
を
指
示

し
て
い
る
。
神
屋
宗
湛
家
記
（
『
石
城
志
』
巻
三
九
に
載
せ
る
）
に
よ
る
と
、

「
（
天
正
十
五
年
）
六
月
三
日
、
当
国
箱
崎
に
至
ら
せ
た
ま
い
、
二
十
余
日
滞
留
あ
り
し
が
、
博
多
の
跡
見
た
ま
わ
ん
と
て
、
南
蛮
船
に

乗
て
博
多
に
至
り
た
ま
ふ
。
宗
湛
は
同
月
七
日
唐
津
よ
り
箱
崎
に
至
り
、
翌
八
日
拝
謁
す
。
こ
の
日
も
同
船
に
伺
候
し
、
博
多
の
浜
に
て

許
多
の
物
を
献
上
し
け
る
に
、
其
内
銀
子
一
枚
を
請
た
ま
い
、
其
余
は
博
多
の
里
人
に
賜
り
け
る
。
（
中
略
）
然
る
に
去
る
六
月
十
一
日
、

博
多
町
割
あ
り
し
時
、
宗
湛
へ
西
町
下
東
側
に
表
口
十
三
間
半
入
三
十
聞
の
宅
地
を
賜
り
、
永
く
丁
役
を
免
許
有
け
れ
ば
、
此
頃
漸
く
土

木
の
功
を
起
さ
ん
と
し
け
る
折
ふ
し
な
れ
ど
も
、
台
命
な
れ
ば
辞
す
る
所
な
く
、
即
九
月
廿
二
日
に
博
多
を
立
、
十
月
四
日
大
坂
に
着

す
」
と
あ
る
。

同
様
の
内
容
は
宗
湛
日
記
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
右
の
記
事
は
恐
ら
く
こ
の
日
記
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
丁
亥
六
月
三
日
薩
摩
よ
り
被
成
還
御
、
筑
前
国
箱
崎
の
社
内
に
関
白
様
御
陣
被
成
し
に
依
て
、
同
七
日
の
昼
松
浦
唐
津
よ
り
参
上
仕
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二
六

て
箱
崎
に
着
、
八
日
に
関
白
様
に
御
目
見
へ
仕
候
也
。
宗
及
老
御
取
合
、
同
十
日
関
白
様
博
多
の
枇
可
有
御
覧
と
て
、
社
門
の
前
よ
り
フ

ス
グ
と
云
南
蛮
船
に
乗
め
さ
れ
、
博
多
に
御
着
候
。
御
船
に
乗
者
は
ハ
テ
ル
両
人
、
宗
湛
、
其
外
小
姓
衆
也
。
博
多
の
浜
に
て
御
進
物
を

上
ら
へ
ば
、
其
内
銀
子
壱
枚
ば
か
り
召
上
、
其
他
の
物
は
博
多
に
被
下
候
也
。
同
十
一
日
よ
り
博
多
町
奉
行
に
仰
付
ら
れ
て
、
十
二
日
よ

り
の
町
割
也
。
博
多
町
奉
行
衆
の
事
、
滝
川
三
兵
衛
ど
の
、
長
東
大
蔵
ど
の
、
山
崎
志
摩
ど
の
、
小
酉
摂
明
、
比
五
人
也
。
下
奉
行
三
十

人
あ
り
一
玄
々
。

町

割

杖

神
屋
家
に
は
、
秀
吉
公
よ
り
賜
り
た
る
品
と
し
て
「
博
多
町
割
の
間
杖
」
と
称
す
る
も
の
の
が
あ
っ
た
。
『
石
城
志
』
の
説
明
に
は

松
の
木
と
見
ゆ
。

博
多
町
割
の
間
杖
所
々
に
虫
は
む
。

銘
目
、

丁

壬

「
官
天
正
十
五
年
亥
林
鐘
四
日
申
除
、
博
多
町
割
吉
辰
、
宗
湛
」
と
あ
る
。

こ
の
杖
は
戦
前
は
、
宗
湛
屋
敷
跡
に
出
来
た
豊
田
神
社
の
社
宝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
が
、
戦
時
中
博
多
の
市
街
地
被
災
の
際
、
焼
失
し

た
社
殿
と
共
に
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。

博
多
復
興
の
記
念
す
べ
き
間
杖
は
、
今
日
現
物
を
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
戦
前
に
故
中
山
平
次
郎
博
士
が
詳
細
な
観
察
と
考
証
を
発
表

さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
左
記
の
論
文
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

中
山
平
次
郎
博
士
「
博
多
町
割
問
杖
」

考
古
学
雑
誌
第
五
巻
第
一
号
所
載
（
大
正
二
年
九
月
刊
）

町
割
問
杖
は
曲
尺
に
て
全
長
六
尺
五
寸
四
分
許
り
、
幅
一
寸
二
分
、
厚
さ
八
分
、
下
端
よ
り
二
分
程
の
処
に
1
形
の
切
込
あ
り
、
石
突
を
表

し
て
い
る
。
全
体
に
亘
っ
て
虫
蝕
甚
多
く
、

E
つ
煤
気
を
帯
び
、
暗
褐
色
を
呈
し
て
い
る
。
中
山
博
士
は
銘
刻
の
あ
る
面
を
裏
と
し
、
表
に
二

条
の
横
線
の
あ
る
の
に
注
意
さ
れ
、
下
端
よ
り
六
尺
四
寸
四
分
の
所
に
あ
る
横
線
を
以
て
、
当
時
の
測
量
単
位
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ



と
に
関
し
て
『
石
城
志
』
に
次
の
よ
う
な
文
を
引
い
て
あ
る
。

「
博
多
聞
と
い
ふ
は
、
長
六
尺
三
寸
を
六
尺
に
し
て
、
横
縦
共
に
短
し
。
上
方
に
て
は
田
舎
聞
と
云
。
是
も
宗
湛
が
伝
也
。

し
と
せ
り
。
」
一
間
六
尺
三
寸
の
単
位
と
な
る
尺
の
長
さ
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
曲
尺
六
尺
三
寸
の
尺
で
は
、
博

多
町
割
計
画
使
用
問
杖
と
し
て
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
の
推
定
で
は
、
復
興
計
画
理
想
と
し
て
は
町
割
り
の
町
幅
は
後
述
の
よ
う
に

四
O
O尺
と
ニ

O
O尺
の
短
冊
形
で
あ
る
の
で
、
六
・
六
六
：
：
：
尺
が
一
聞
と
す
れ
ば
、
六
十
聞
と
三
十
聞
の
長
さ
が
現
地
町
幅
と
一
致
す

簡
便
な
る
を
よ

る
。
た
だ
し
町
幅
に
は
道
路
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。
道
幅
だ
け
を
は
か
る
と
、
後
述
す
る
計
数
か
ら
六
・
六
六
：
：
：
尺
一
聞
と
し
て
は
長
大

に
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
道
幅
を
六
尺
聞
で
は
か
り
、
町
幅
を
六
・
六
六
六
l
尺
聞
で
は
か
る
と
い
う
の
も
、
な
っ
と
く
の
い
く
方
法
で
は
な

い
が
、
仮
説
を
あ
げ
て
後
考
を
倹
と
う
。

豊
国
神
社
旧
蔵
の
間
杖
が
六
尺
四
寸
四
分
の
所
に
横
線
が
あ
っ
て
、
中
山
博
士
は
こ
れ
を
天
正
当
時
の
尺
と
推
定
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
、

前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
端
に
石
突
部
を
欠
い
で
い
る
と
考
え
れ
ば
、
全
長
は
不
明
と
い
う
よ
り
し
か
た
が
な
い
。
こ
の
石
突
の
長
さ
を
二

・
二
寸
と
仮
定
し
て
加
え
る
と
、
六
・
六
六
：
・
尺
の
杖
と
計
算
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
地
の
実
測
値
（
明
治
年
代
）
か

ら
推
算
す
る
と
、
ま
た
別
の
結
論
も
出
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
後
に
再
論
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

最
後
に
間
杖
の
銘
は
中
山
博
士
は
拓
本
を
示
し
て
次
の
よ
う
に
読
解
さ
れ
て
い
る
。

「
l

O

O

巳」

O

官
天
正
十
五
年
配
林
鐘
中
匂
四
目
前
除
博
多
浄
町
割
吉
辰

前
記
『
石
城
志
』
引
用
の
文
は
、
傍
点
三
字
の
脱
字
が
あ
る
。

宗
湛

「
林
鐘
（
六
月
）
十
四
日
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
中
山
博
士

の
説
か
れ
る
よ
う
に
、

『
石
城
志
』
の
脱
漏
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

町
割
り
の
大
勢

町
割
り
の
行
わ
れ
た
当
時
の
博
多
は
、
近
世
に
発
達
し
た
中
測
を
別
と
し
て
、
西
は
那
珂
川
筋
よ
り
東
は
石
堂
川
（
御
笠
川
の
下
流
）
の
聞

に
挟
ま
れ
た
地
域
で
あ
っ
て
、
現
在
の
博
多
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。
南
に
は
戦
国
時
代
大
友
の
家
臣
臼
杵
安
房
守
鑑
廃
が
掘
り
割
ら
せ
た

中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（鏡山）
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二
八

濠
が
あ
っ
て
、
「
房
州
堀
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
『
石
城
志
』
に
よ
る
と
、
明
暦
の
は
じ
め
埋
め
ら
れ
て
固
と
な
っ
た
が
、
そ
の
遺
跡
も
当
時
は
あ

っ
た
と
い
う
。
瓦
町
よ
り
西
南
辻
の
堂
の
東
に
至
る
と
あ
る
か
ら
、
御
笠
川
の
旧
河
道
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
、
博
多
の
太
閤
町
割
り
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
秀
吉
公
の
こ
の
町
を
再
興
し
た
ま
ふ
時
も
、
奉
行
人
む
か
し
の
故
実
を
尋
ね
、
南
北
を
縦
と
し
、
道
を
広
く
す
。
居
宅
も
広
く
し
て
、

お
ほ
く
は
富
人
居
れ
り
。
是
を
本
町
と
す
。
縦
町
凡
九
筋
有
。
む
か
し
太
宰
府
へ
通
じ
、
且
又
唐
船
の
着
し
海
辺
に
通
ず
る
が
た
め
に
、

南
北
の
道
を
広
く
せ
し
な
る
べ
し
。
東
西
を
横
と
し
て
、
道
せ
ば
し
。
居
宅
も
せ
ば
く
し
て
、
富
人
ま
れ
な
り
。
」

以
上
博
多
町
割
り
の
資
料
と
し
て
、
二
三
の
記
録
と
、
間
杖
の
紹
介
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
来
た
が
、
実
地
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
遺
構

を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
博
多
の
市
街
地
は
新
計
画
の
道
路
に
よ
っ
て
区
画
改
正
が
行
わ
れ
、
道
路
の
幅
員
も
旧
制

と
合
致
し
て
い
な
い
。
ま
た
町
名
改
訂
も
行
わ
れ
て
、
新
し
い
姿
に
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
変
ら
な
い
の
は
、
縦
横
の
直
交
す
る
道
路
の
方

位
く
ら
い
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
情
勢
で
あ
る
か
ら
、
最
初
に
と
り
あ
げ
た
戦
前
の
資
料
は
、
明
治
年
間
（
二
十
年
頃
か
）
の
博
多
字
国
（
切
れ
図
）
で
あ
る
。

い
ま
福
岡
市
役
所
に
蔵
さ
れ
て
い
る
字
図
は
二
百
分
の
一
で
、
屋
敷
の
区
画
割
り
が
あ
り
、
道
路
の
幅
や
町
筋
の
長
さ
の
記
入
が
あ
る
の
で
、

詳
細
な
点
が
わ
か
る
。
最
初
市
役
所
の
土
地
区
画
課
で
見
た
字
図
は
、
博
多
の
旧
浜
に
近
い
北
部
地
帯
で
あ
っ
た
。

道

路

ま
ず
道
路
の
幅
員
の
記
入
を
し
ら
べ
て
み
た
。
た
い
て
い
の
図
面
で
は
、
道
路
は
二
本
の
平
行
線
で
描
い
て
ゐ
る
が
、

一
O
間
お
き
に
幅
員

の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
み
る
と
多
少
の
出
入
が
あ
る
。
恐
ら
く
今
日
の
よ
う
な
側
溝
も
な
い
の
で
、
家
の
玄
関
敷
居
や
、
壁
裾
が
一
直

線
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
か
に
は
家
一
軒
一
軒
の
出
入
を
描
い
た
も
の
も
あ
る
。
（
た
と
え
ば
麹
屋
町
中
央
の
道

路
な
ど
。
）
博
多
の
町
は
戦
前
ま
で
は
道
路
を
挟
ん
で
両
側
が
同
じ
町
内
で
あ
る
。
中
央
に
大
路
が
あ
る
の
で
、
家
並
は
大
路
の
両
側
向
い
あ

っ
て
同
一
町
内
で
、
こ
れ
を
「
流
れ
」
ま
た
は
「
筋
」
と
よ
ん
で
い
た
。
近
世
九
流
と
よ
ば
れ
た
町
の
う
ち
、
東
町
流
、
呉
服
町
流
、
土
居
流
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F 

町 向｜記 入 値〈間〉｜平均値l推定値｜過不足
釜 屋 南 端 東 西 22.2 2 217.5 2.01 2 +0.01 

釜 屋 中 央 南 北 2.4 2.6 2.9 3 3.2 2.91 3 -0.09 

芥 屋 中 央 南 北 1. 5 1. 8 1. 6 1. 5 1. 5 1. 58 1. 5 十0.08

古 渓 中 央 東 西 2.4 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 ±0 

古 渓 中 央 南 北 1. 6 1. 45 1. 525 1. 5 +o. 025 

奥小路 中 央 南 北 2.1 2.3 2.5 2 1. 7 2.2 2 +0.2 

奥小路 中 央 東 西 2.2 2.5 2.8 2.35 2.4 2.45 2.5 -0.05 

廿 家 中 央 東 西 2.3 2.6 2.3 2.5 2.4 2.5 -0.1 

廿 家 中 央 南 北 2.1 2.1 2 +0.1 

鏡 中 央 南 北 2.12 2 2.03 2 十0.03

表

（
鏡
山
）

。

な
ど
は
縦
筋
で
、
魚
町
流
、
厨
子
流
等
は
横
筋
で
あ
る
。
い
ま
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
町
流
は

縦
横
錯
雑
し
た
分
区
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
縦
筋
は
芥
屋
町
、
釜
屋
町
、
鏡
町
な
ど
で
、
横
筋

は
奥
小
路
町
、
廿
家
町
、
古
渓
町
な
ど
で
あ
る
。
い
ま
縦
筋
は
海
岸
に
直
角
に
交
る
南
北
方

向
（
北
約
四
十
八
度
前
後
西
に
傾
く
）
の
道
を
指
し
、
こ
れ
と
直
交
す
る
東
西
方
向
の
道
を

横
筋
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
「
東
西
道
」
「
南
北
道
」
と
い
う
の
は
、
い
ず
れ
も
正

東
西
南
北
で
な
く
、
偏
位
あ
る
も
の
と
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。
以
下
各
町
の
道
路
幅
員
を

表
記
し
て
み
よ
う
。

以
上
の
道
路
幅
は
推
定
値
を
あ
げ
た
よ
う
に
三
問
、
ニ
・
五
問
、
二
問
、

一
・
五
聞
の
四

段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
わ
け
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

間

南
北
｜
一
例

二
・
五
間

東
西

l
三
例

南
北
三
例
、
東
西
一
例

南
北
二
例

二
間
一
・
五
間

こ
の
例
に
よ
っ
て
、
『
筑
前
続
風
土
記
』

に
あ
る
よ
う
な
、
南
北
（
縦
）
の
道
が
広
く
東

西

（横）

の
道
が
挟
い
と
い
う
記
述
は
、

右
に
あ
げ
ら
れ
た
地
域
だ
け
で
は
証
明
出
来
な

し、。
つ
ぎ
に
博
多
中
央
部
の
道
路
幅
の
記
載
の
な
か
か
ら
拾
っ
て
縦
横
の
道
幅
を
対
比
し
て
み

ょ
う
。
（
G
表）

表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
限
り
、
東
西
流
は
二
・
五
間
1
二
聞
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
南
北
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叫
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I 1 中 R
I 2 ~凋車

筋＇－－＇ I 3 古渓町｜
以上東西筋は2.5問1流. 2問1流．

首

横（
東
西

（鏡山）

（イ〕釜屋町東西幅 16.1十3+15.8=34. 9 以下数字単位は問

（ロ）釜屋町南北幅 25.8十2.2十35.8=63.8

（ハ）芥屋町東西幅 34.3, 34.6平均 34.452カ所lζ書入がある

（ニ）廿家町東西幅 14.9十2.1十12.8=29.8
（ホ）奥小路東西樋 35.5 

（へ〕奥小路東西幅 17.55十1.7十16.3=35. 55 

（ト）萱堂町南北幅 42.1 

（チ〕萱主主町南北幅 35. 3+2+16=5. 33 

（リ）古渓町東西幅 32.35 

（ヌ）古渓町東西幡 14.45十1.1+17.15=32.7 

H 表

流
は
二
一
・
五

t
三
聞
の
流
が
多

く
、
南
北
線
の
道
幅
の
広
い
事

実
が
知
ら
れ
る
。

備考：中央IC道を持っている場合道幅と町の揺を加えた数（間）

町

並

み

つ
ぎ
に
道
路
に
よ
っ
て
区
画

さ
れ
た
町
並
み
の
長
さ
を
問
題

と
し
て
み
よ
う
。
前
記
博
多
浜

部
の
字
図
の
例
を
見
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。
（
H
表）

以
上
計
数
の
う
ち
仙
例
附
付

川

w
帥
は
ほ
ぼ
同
じ
間
数
を
示

し
、
制
は
そ
の
倍
数
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
刷
の
半
数
と
似

ー
帥
の
数
値
の
平
均
は
三
一
一
一
・

五
四
聞
で
尺
に
直
す
と
一

O
一

．
二
四
尺
が
一
単
位
と
な
り
、

そ
の
二
倍
約
二

O
O尺
が
博
多

町
割
の
単
位
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。



中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鏡
山
）

博
多
町
割
の
大
要
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
『
石
城
志
』
巻
一
に
あ
げ
ら
れ
た
道
路
、
な
ら
び
に
町
名
調
べ
が
あ
る
。

割
の
軒
数
と
、
町
の
間
数
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
調
査
さ
れ
た
年
月
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
津
中
都
合
三
千
三
百
九
十
五
軒
」
と
あ
り
、

「
元
禄
の
頃
三
千
百
八
軒
」
と
注
記
の
あ
る
所
か
ら
元
禄
以
降
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
っ
，
つ
い
て
「
人
高
一
万
四
千
六
百
十
九
人
」
の
あ
と
に
、

「
右
人
高
宝
暦
十
三
年
末
所
改
也
（
中
略
）
元
禄
計
る
所
の
人
数
凡
一
万
九
千
五
百
十
六
人
あ
り
。
其
後
享
保
十
七
年
、
飢
鐘
に
て
餓
死
す
る

も
の
甚
多
か
り
し
よ
り
、
口
数
著
る
し
く
減
じ
て
、
い
ま
だ
昔
に
復
し
侍
ず
」
と
あ
れ
ば
、
前
記
諸
計
数
も
一
応
宝
暦
十
三
年
の
調
べ
と
仮
定

し
て
お
こ
う
。

凡
そ
九
流
百
九
町
の
町

次
に
魚
町
流
の
二
町
を
択
ん
で
、
明
治
年
間
（
二
十
年
頃
）

の
二
百
分
の
一
図
と
対
照
し
て
み
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。
（
表
I
）

こ
の
表
で
判
明
す
る
町
の
家
数
の
増
減
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
o

た
だ
し
、
町
の
間
数
に
い
ち
じ
る
し
い
差
が
あ
る
。
そ
の
比
例
は

明
治
年
代
の
一
聞
に
対
し
、
宝
永
十
三
年
で
一
・
一

O
間
（
中
小
路
）
、
一
・
一
一
間
（
上
魚
町
）
と
な
る
。
従
っ
て
宝
暦
の
六
尺
一
間
杖
が
、

明
治
の
六
尺
六
寸
一
間
に
あ
た
る
と
す
れ
ば
、
同
一
数
の
長
さ
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
宝
暦
の
調
帳
に
町
別
の
間
数
を
示
す
条
を
点
検

す
る
と
、
六
尺
を
一
聞
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

小
山
町
上
間
数

東
町
間
数
百
十
二
間
六
尺
一
寸

百
二
間
六
尺
三
寸

蔵
本
番
間
数

奥
小
路
町
間
数

古
渓
町
間
数

魚
町
上
間
数

店
屋
町
間
数

馬
場
新
町
間
数

百
二
十
二
間
六
尺
二
寸

六
十
三
間
六
尺
一
寸
五
歩

五
十
八
間
六
尺
三
寸
五
歩

八
十
八
間
六
尺
三
寸

六
十
二
間
六
尺
三
寸

百
七
十
一
間
六
尺
四
寸
五
歩
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流 11側聞1尺6寸5分 j1制間2尺8寸5分｜ -450間1尺2寸
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流 I1115問3尺7寸｜ 団関3川寸｜
流 Ig哨 5尺4寸3分I1脳間0尺5す3分｜
流 I1362問3尺1!_J 1340間5尺4寸｜

。
-94間1尺1寸

0間1尺

A 

764陪司
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服｜町

堂

居

j均

町

子

町

町

魚

石

厨

新

呉

町

東

中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鏡
山
）

十21間4尺3寸

一
聞
は
六
尺
四
寸
五
分
以
上
で
あ
っ
た
こ

と
あ
り
、

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
『
石
城
志
』
に
引
用
し

て
あ
る
各
筋
の
町
別
の
間
数
を
合
計
し
、
仮
に
一
間

一
筋
の
末
尾
に
記
載

を
六
尺
五
寸
と
し
て
計
算
し
、

し
て
あ
る
間
数
と
対
比
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
結
果

と
な
る
o

（表
J
）

上
記
の
如
く
帳
簿
と
合
致
す
る
町
筋
は
、
石
堂
流

一
カ
所
に
す
ぎ
な
い
。
須
崎
流
及
び
厨
子
流
は
一
町

の
間
数
記
載
洩
れ
が
あ
る
の
で
③
と
⑤
の
差
が
そ
れ

に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
か
な

り
の
差
を
一
ボ
す
も
の
が
、
何
を
意
味
す
る
も
の
か
、

後
考
に
侠
っ
た
ほ
か
に
な
い
。
＠
③
の
差
の
少
な
い

も
の
で
は
、
西
町
流
の
一
寸
、
土
居
流
の
一
尺
の
二

例
が
あ
る
。
以
上
の
少
な
い
例
か
ら
の
推
論
で
あ
る

が
、
六
尺
五
寸
を
一
聞
と
す
る
の
が
、
い
ま
の
所
宝

暦
計
数
の
一
つ
の
解
釈
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
考

町

え
よ
う
が
な
い
。
従
っ
て
明
治
の
聞
と
の
対
比
に
於

て
は
、
実
質
上
は
六
尺
六
寸
、
計
算
上
で
は
六
尺
五

寸
を
以
て
一
間
と
し
た
と
解
釈
し
た
い
の
で
あ
る
。



中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

ハ
鏡
山
）

四

こ
の
推
測
は
前
記
太
閤
間
杖
に
於
て
中
山
平
次
郎
博
士
の
支
持
さ
れ
た
六
尺
四
寸
四
分
の
刻
線
に
近
い
。
た
だ
し
六
尺
五
寸
説
乃
至
六
尺
六
寸

説
を
と
る
と
す
れ
ば
、
全
長
六
尺
五
寸
四
分
に
近
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
太
閤
町
割
の
当
時
の
間
数
を
正
確
に
把
握
す
る
資
料
が
な
い
以
上
、
一

寸
以
下
の
端
数
を
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
道
路
幅
の
実
測
は
明
治
の
測
量
で
あ
り
、
町
筋
の
測
量
は
宝
暦
の
調
べ
で
あ

る
。
た
だ
一
町
数
十
聞
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
一
間
以
下
の
端
数
を
厳
密
に
定
め
る
こ
と
は
出
来
難
い
。
し
か
し
、
上
述
の
論
か
ら
し

て
、
六
尺
－
聞
の
間
杖
よ
り
も
、
六
尺
五
寸
乃
至
六
尺
六
寸
の
間
杖
の
方
が
博
多
町
割
を
理
解
す
る
に
役
立
つ
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ

う
す
れ
ば
、
い
ま
は
な
き
豊
国
神
社
蔵
の
太
閤
町
割
杖
な
る
も
の
が
、
天
正
の
町
割
問
杖
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
の
で
あ

る。
博
多
町
割
区
画
の
大
要

博
多
町
割
の
骨
子
と
し
て
、
近
世
九
つ
の
町
筋
を
「
流
」
と
称
し
た
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
九
流
の
道
路
は
縦
流
五
筋
、
横
流

四
筋
で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
に
縦
筋
の
道
路
が
横
筋
道
路
に
比
べ
て
広
い
こ
と
を
、
郷
土
の
古
記
録
に
う
た
っ
て
い
る
が
、
明
治
の
調
べ
で
は
、
横
筋
幅
二

間

t
二
・
五
聞
が
多
く
、
縦
筋
幅
三
間

t
三
・
五
聞
が
多
い
。
さ
て
こ
の
よ
う
な
縦
横
の
道
路
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
町
名
区
画
は
、
道
路
を

中
筋
と
す
る
た
め
に
、
極
め
て
不
規
則
な
形
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

ω縦
筋
に
町
名
が
並
ぶ
も
の
と
、
伺
横
筋
に
町
名
が
並
ぶ
も
の
と
、

制
横
筋
の
中
聞
に
聞
を
お
い
て
並
ぶ
も
の
と
が
あ
る
。

次
に
道
路
間
隔
は
縦
、
横
に
直
交
す
る
も
の
で
、
大
別
し
て
四

O
O尺
間
隔
と
二

O
O尺
間
隔
が
あ
る
。
こ
の
二

O
O尺
は
間
数
に
し
て
、

こ
れ
が
博
多
町
割
の
奥
行
き
の
長
き
で
あ
っ
た
。
『
博
多
記
』
に
よ
れ

三
三
・
三
三
聞
で
あ
る
。
六
尺
六
寸
一
聞
に
し
て
約
三

O
聞
と
な
る
。

ギム匹、
御
免
屋
敷
之
事

一
、
表
口
十
三
間
半
。
大
閤
様
よ
り
永
く
町
役
を
除
か
れ
今
に
至
り
替
る
事
な
し
。



神

屋

宗

湛

一
、
表
十
三
間
半
。
大
閤
様
よ
り
右
同
所
に
免
許
を
蒙
る
。
（
・
中
略
）

島

井

宗

室

て
表
口
三
問
。
長
政
公
よ
り
免
許
に
て
、
今
し
か
り
。
鏡
町
に
て
。

吉

田

己ェp
刀て

’菖

あ
る
。
奥
行
間
数
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
貧
富
に
よ
っ
て
間
口
の
広
狭
は
あ
っ
た
が
、
奥
行
き
は
三
十
聞
に
一
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
石
城
志
』
巻
九
の
神
屋
伝
に
、
「
博
多
町
割
あ
り
し
時
、
宗
湛
へ
西
町
下
東
側
に
、
表
口
十
三
間
半
、
入
三
十
聞
の
宅
地
を
賜
り
」
云
々
と

一
般
の
町
家
は
、
奥
行
が
長
い
割
に
間
口
は
狭
く
、
前
述
の
聖
福
寺
借
家
帳
の
よ
う
に
狭
く
は

こ
の
形
勢
は
明
治
以
降
戦
後
焼
失
を
免
が
れ
た
旧
博
多
市
街
地
に
於
て
さ

宝
暦
の
頃
で
も
、

間
口
は
二
間
乃
至
三
聞
で
あ
っ
た
ν

ぇ
、
旧
家
の
間
口
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
。
博
多
の
町
屋
の
一
般
は
、
表
よ
り
裏
ま
で
細
長
い
通
し
庭
が
あ
っ
て
、
そ
の
片
側
に
座
敷
、
居

間
、
台
所
、
納
戸
な
ど
が
並
び
、
奥
詰
に
便
所
や
倉
が
並
ぶ
と
い
う
間
取
の
家
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
間
取
り
は
、
京
都
の
古
い
町
屋
で

も
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
は
、
後
述
の
よ
う
な
太
閤
町
割
と
共
通
し
た
敷
地
の
制
約
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

亡、
2

、

必
山
川
、

U
4
μ

る。

太
閤
町
割
の
理
念

秀
吉
は
九
州
征
討
の
帰
途
、
上
述
の
よ
う
に
博
多
復
興
の
た
め
に
町
割
を
行
っ
た
が
、
博
多
に
逗
留
す
る
こ
と
二
句
に
及
び
、
そ
の
聞
に
宗

義
智
を
朝
鮮
に
遣
わ
し
て
、
使
節
の
来
朝
を
う
な
が
し
て
い
る
。
秀
吉
の
博
多
再
興
の
志
の
う
ち
に
は
、
対
外
交
渉
の
重
要
基
地
と
し
て
、
ま

た
対
外
貿
易
の
基
地
と
し
て
、
博
多
市
街
地
の
整
備
が
念
頭
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
目
的
は
あ
る
程
度
逮
せ
ら
れ
た
。
ジ

ヨ
シ
セ

l
リ
マ
の
『
日
本
渡
航
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
「
博
多
と
い
う
町
に
は
堅
牢
な
城
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
然
石
で
築
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
内
に
は
大
砲
も
な
く
、
兵
士
も
お
ら
ぬ
。
そ
れ
は
周
囲
に
深
さ
五
尋
幅
の
二
倍
位
の
壕
が
あ
っ
て
、
跳
橋
が
あ
り
、
修
理
が

中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鏡
山
）

五
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占

ノ、

よ
く
行
届
い
て
い
る
ω

こ
の
市
は
、

城
壁
以
内
の
ロ
シ
ド
シ
位
の
大
さ
に
見
え
た
。

家
屋
は
た
い
そ
う
よ
く
建
築
さ
れ
て
、

平
か
で
あ
る
か

ら
、
市
街
の
一
端
か
ら
他
端
ま
で
見
適
さ
れ
る
。
そ
の
人
口
甚
だ
欄
密
で
、
人
々
は
甚
だ
温
和
丁
寧
で
あ
る
。
」
（
村
川
堅
固
氏
訳
本
に
よ
る
）

と
、
賞
讃
に
一
部
の
誇
張
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

太
閤
町
割
の
道
路
は
二

O
O尺
乃
至
四

O
O尺
の
間
隔
を
と
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
長
さ
は
平
城
京
以
来
街
区
の
区
分
単
位
で
あ
っ

た
。
平
安
京
で
は
方
四

O
O尺
を
以
て
一
坊
と
し
、
縦
横
を
四
分
し
、
行
と
門
を
設
け
た
。
秀
吉
の
京
都
の
町
割
は
、
桓
武
以
来
の
旧
都
に
子

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

博
多
の
町
割
で
は
正
面
は
広
狭
の
差
が
あ
る
が
、
奥
行
は
お
お
む
ね
二

O
O尺
で
あ
る
乙
こ
の
よ
う
な
都
市
計
画
は
近
世
の
資
料
か
ら
察
す

る
と
平
城
、
平
安
京
の
よ
う
に
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
規
格
通
り
の
実
施
に
は
ふ
み
き
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
戦
国
兵
乱
を
免
か
れ
た
旧
町
家
も

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
新
旧
交
配
の
妙
味
も
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
道
路
企
画
の
大
要
に
は
、
秀
吉
の
新
し
い
構
想
が
生
か
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
ω

周
辺
地
域
た
と
え
ば
、
聖
福
寺
の
寺
内
町
な
ど
は
こ
の
町
割
に
よ
っ
て
い
さ
さ
か
も
変
更
を
う
け
て
い
な
い
こ
と

は
、
前
述
の
聖
福
寺
家
帳
の
記
録
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
な
む
し
ろ
こ
の
市
小
路
の
旧
い
道
路
を
西
に
延
長
し
て
魚
町
流
と
す
る
な
ど
は

核
心
に
旧
態
保
持
の
用
心
の
あ
る
こ
と
を
察
す
る
に
足
る
資
料
で
あ
る
。

第

三

大

隅

国

府

麓

の

地

割

島
津
義
久
と
大
隅
国
府

秀
吉
は
天
正
十
四
年
九
州
平
定
の
軍
旅
に
出
た
が
、
当
時
征
討
の
敵
方
は
島
津
氏
で
あ
っ
た
。
慶
長
年
間
島
津
一
族
の
首
領
と
な
っ
た
義
久

は
、
晩
年
に
京
風
の
都
市
計
画
を
彼
の
故
郷
で
実
施
し
た
。
場
所
は
大
隅
の
国
府
で
、
王
朝
時
代
国
街
国
分
寺
の
所
在
地
で
あ
る
。
い
ま
は
国

分
市
の
中
心
街
で
国
分
寺
の
遺
跡
は
公
民
館
の
敷
地
と
な
っ
て
、
奈
良
時
代
の
古
瓦
が
出
土
し
、
「
康
治
元
年
」
の
紀
年
銘
の
あ
る
石
塔
層
が

残
っ
て
い
る
。
『
国
分
諸
古
記
』
に
よ
れ
ば
「
義
久
公
慶
長
九
年
甲
辰
十
二
月
浜
之
市
よ
り
国
府
へ
御
移
り
、
在
城
八
カ
年
」
と
あ
り
、
「
十
六
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八．

年
正
月
二
十
一
日
国
府
に
於
て
御
逝
去
」
ま
で
、
国
府
の
麓
に
在
城
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
同
古
記
に
よ
る
と
、
五
社
大
明
神
は
「
慶

長
六
年
、
竜
伯
様
（
義
久
）
御
再
興
」
の
棟
札
の
あ
る
こ
と
を
記
し
、
ま
た
国
府
惣
廟
天
照
大
神
宮
に
は
「
慶
長
七
年
竜
伯
様
御
造
営
の
棟
札

有
之
候
。
」
と
あ
り
、
宝
殿
拝
殿
の
棟
札
の
文
言
を
の
せ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
頃
か
ら
国
分
の
都
城
経
営
が
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
υ

義
久
の
居
城
は
い
ま
も
国
分
市
街
地
の
北
辺
に
そ
の
遺
構
が
あ
り
、
城
下
町
は
そ
の
南
に
展
開
し
て
、
市
の
中
心
部
を
な
し
て
い
る
。
島
津

氏
の
居
城
と
城
下
町
と
の
大
要
は
、
元
禄
時
代
の
絵
図
が
あ
る
の
で
、
旧
い
姿
が
う
か
が
え
る
。
私
は
そ
の
原
本
（
圏
分
市
野
村
家
蔵
）
を
見

る
機
会
を
逸
し
た
が
、
鹿
児
島
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
写
し
を
同
大
学
盛
閣
忠
真
教
授
ら
の
御
好
意
で
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
（
第
7
図）。

な
お
こ
の
図
は
、
昭
和
三
十
五
年
に
国
分
市
立
図
書
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
国
分
郷
土
誌
』
の
な
か
に
も
謄
写
印
刷
で
そ
え
ら
れ
て
い
る
。
図

の
欄
外
に
「
元
禄
十
一
年
戊
寅
十
一
月
吉
日
改
之
」
と
あ
る
ο

な
お
端
書
に
「
慶
長
十
五
歳
国
府
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
原
図
は
こ
の
こ
ろ
描
か

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
北
の
義
久
公
の
居
城
「
御
屋
形
」
を
中
心
に
、
「
御
弓
場
」
「
御
代
官
所
」
「
御
さ
と
」
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

図
に
は
直
交
す
る
路
と
、
居
住
の
士
分
の
氏
名
を
列
記
し
て
い
る
。
別
に
『
国
分
諸
古
記
』
に
も

こ
の

「
是
の
本
国
府
新
城
縄
針
（
張
）
抜
書
」
と
し
て
、
士
分
二
十
四
人
の
姓
名
を
書
き
連
ね
、
各
人
の
持
高
分
も
頭
書
し
て

右
二
拾
四
人
新
城
へ
被
召
移
候
。
」
と
あ
り
、

「
総
高
二
千
百
三
十
石
九
斗
九
升
六
合
一
勺
六
才
別
に
屋
敷
割
の
図
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
図
に
は
二
十
人
分
の
高
禄
士
分
宅
地
配
置
が
描
か

れ
て
、
前
記
の
二
十
四
人
の
姓
名
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
な
の
に
、
元
禄
改
図
の
方
は
氏
も
名
も
一
致
す
る
も
の
が
な
い
。
こ
の
聞

に
屋
敷
の
割
替
が
行
わ
れ
た
も
の
か
、
姓
ま
で
変
っ
て
新
旧
の
連
絡
が
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
心
元
禄
図
は
現
在
の
国
分
市
の
町
筋
に
照
し

て
復
元
す
る
こ
と
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
『
国
分
諸
古
記
』
（
上
巻
）
に
二

t
三
の
古
記
録
と
地
図
が
引
用
さ
れ
て
い
る
ο

便
宜
上
番
号
を
つ
け
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

第
一
号
記
録

「
龍
伯
様
、
国
府
麓
御
屋
形
へ
、
八
ヶ
年
御
座
遊
ば
さ
れ
、

御
逝
去
跡
」
と
題
す
る
古
記
録
が
引
用
さ
れ
て
、

以
下
の
よ
う
な
計
数
が
書
か



れ
て
い
る
。

於
上
様
二
十
ヶ
年
御
座
遊
ば
さ
れ
候
御
屋
形
跡

御
屋
形
跡
内

東
角
よ
り
南
隅
迄
都
而
四
拾
九
間

同
南
角
よ
り
西
角
迄
都
而
五
拾
三
間

同
西
角
よ
り
北
角
迄
四
拾
九
問

但
酉
角
に
六
聞
に
四
聞
の
升
形
あ
り

同
北
角
よ
り
東
角
迄

右
四
方
石
か
け
ハ
垣
の
意
〉

同
外
東
角
よ
り
南
角
迄
都
而
八
拾
九
間

同
南
角
よ
り
西
角
迄
右
同
所 五

拾
壱
間

同
西
角
よ
り
北
角
迄
右
同
所

同
北
角
よ
り
東
角
迄
右
同
所

る
と
思
う
。

こ
の
記
録
は
右
で
終
っ
て
、
奥
書
が
つ
い
て
い
な
い
が
、
「
於
上
様
二
十
ヶ
年
御
座
遊
ば
さ
れ
た
御
屋
形
跡
」

つ
づ
い
て
あ
げ
ら
れ
た
図
面
（
こ
れ
も
標
題
を
欠
く
）
は
、
右
の
御
屋
形
跡
の
計
数
の
説
明
図
で
あ
ろ
う
。
或
は
記
録
は
こ
の
図

し
か
し
こ
の
図
を
見
る
と
、
「
当
今
鉄
砲
の
場
」
な
ど
の
文
言
が
あ
っ
て
、
既
に
島
津
藩
主
が
他

と
あ
る
か
ら
手
が
か
り
は
あ

面
に
つ
い
て
い
た
覚
書
き
か
も
知
れ
な
い
。

に
転
出
し
た
幕
末
の
図
か
と
も
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
図
と
記
録
の
間
数
を
見
る
と
よ
く
照
合
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
屋
形
跡
内
と
あ
る
の
は
内
郭
の
意
で
、
図
で
は
石
垣
と

四
方
に
注
記
し
た
範
囲
で
、
外
と
あ
る
の
は
、
地
図
の
中
央
部
を
占
め
た
外
郭
の
意
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
外
郭
の
外
側
左
右
（
東
と
西
）

中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

ハ
鏡
山
）

九
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四
0 

に
は
更
に
囲
郭
が
あ
っ
て
、
三
重
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
そ
の
囲
郭
は
同
じ
『
国
分
誇
古
記
』
に
引
用
さ
れ
た

次
の
記
録
が
参
照
さ
れ
る
。

第
二
号
記
録

「
国
府
新
城
縄
引
帳
写
」
と
題
す
る
記
録
に
、

国
府
新
城
総
廻
り
間
数
八
百
四
十
八
間
町
に
〆
十
四
町
八
間

但
一
間
六
尺
三
寸
相
究
縄
引

右
国
府
城
古
来
よ
り
新
城
と
申
伝
候
。
四
方
岩
涯
高
さ
三
十
二
尋
、
又
は
二
十
三
尋
。
高
底
（
低
）
あ
り
。

雑
木
大
木
竹
山
有
之

域
内
松
山
、
杉
、
楠
其
他

一
、
大
手
口
よ
り
古
路
の
ま
ま
縄
引
始
（
中
略
）

右
元
禄
十
二
卯
年
二
月
十
五
日

検
吏
永
山
与
右
衛
門
殿
牧
仲
左
衛
殿
縄
引
帳
内
写
之

右
の
囲
郭
の
大
要
は
、
現
地
に
つ
い
て
も
、
古
記
録
と
古
地
図
が
対
照
出
来
る
状
態
に
あ
る
。
現
状
で
は
、
旧
内
郭
は
国
分
小
学
校
構
内
の

北
西
部
を
占
め
る
約
四
分
の
一
面
積
で
、
現
校
舎
の
建
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
外
郭
は
ほ
ぼ
同
小
学
校
の
全
敷
地
で
、
東
境
は
旧
大
手
門
祉

擬
宝
珠
橋
よ
り
真
北
に
引
い
た
線
を
限
る
よ
う
で
あ
る
。
地
図
に
あ
る
南
側
の
石
垣
と
堀
は
現
存
し
、
擬
宝
珠
橋
も
残
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

が
南
限
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
西
限
の
石
垣
土
塁
道
も
残
っ
て
お
り
、
道
明
ハ
開
き
の
意
で
あ
ろ
う
、
す
な
わ
ち
道
幅
）
五
聞
と
あ
る
も

旧
態
と
ほ
ぼ
変
っ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
現
在
の
外
郭
の
南
境
の
実
測
値
と
前
記
の
第
－
号
記
録
の
間
数
を
対
照
で
き
る
。
現
地
図
は
国
分

市
役
所
建
設
課
製
作
昭
和
田
十
二
年
測
図
に
よ
る
三
千
分
の
一
地
図
「
国
分
市
都
市
計
画
図
」
を
使
用
し
た
。
第
一
資
料
の
東
、
西
、
南
、
北

の
頭
書
き
は
、
区
画
の
方
位
線
が
北
六
O
度
東
偏
す
る
の
で
、
北
は
東
北
と
い
う
方
が
近
い
。
た
だ
こ
こ
で
は
対
比
の
便
宜
上
第
一
記
録
の
指

示
方
位
が
簡
便
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
お
く
。



現
地
図
で
外
郭
線
の
測
量
基
準
と
な
る
も
の
は
南
境
で
、
第
一
号
記
録
に
い
う
南
角
よ
り
西
角
八
十
九
聞
に
相
当
す
る
距
離
で
あ
る
。
昭
和

測
図
の
三
千
分
の
一
地
図
で
は
、
道
を
除
い
て
一
九

O
米
｜
一

O
五
間
（
六
尺
一
聞
と
し
て
）
が
八
十
九
聞
に
相
当
す
る
の
で
、
間
縄
伸
び
が

な
い
と
す
れ
ば
、
旧
聞
は
七
尺
に
近
い
。

国

分

の

町

割

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
昭
和
測
図
を
見
る
と
、
国
分
の
市
街
地
は
道
敷
を
の
ぞ
い
て
、

い
こ
と
に
気
づ
く
。
第
8
図
は
現
在
の
道
路
を
基
準
に
線
（
赤
線
）
を
引
い
て
、
条
里
線
と
対
照
さ
せ
て
見
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
道
路

を
、
元
禄
改
め
の
地
図
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
禄
時
代
の
士
族
町
（
屋
敷
）
割
の
状
態
も
想
定
出
来
よ
う
。
若
し
元
禄
の
町
割
が
島

津
義
久
の
町
割
の
当
初
の
も
の
か
ら
変
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
博
多
町
割
と
同
様
な
単
位
尺
の
設
定
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
短
冊
割
の
状
況

は
京
都
、
博
多
と
同
様
で
あ
る
が
、
東
西
に
長
い
も
の
、
南
北
に
長
い
も
の
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。

一
町
は
四

O
O尺
の

（
周
辺
地
区
に
多
い
）
町
幅
が
多

町
割
と
条
里
と
の
関
係

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
国
分
地
方
は
条
呈
の
遺
構
が
あ
る
。
大
隅
地
方
の
条
皐
は
日
本
の
南
端
の
遺
構
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
文
献

資
料
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
文
献
が
あ
る
。

台
明
寺
文
書
康
治
元
年
九
月
廿
日
付
の
文
書
に
、

奉
寄
台
明
寺
衆
集
院
、
阿
弥
陀
堂
、
毎
日
仏
聖
料
万
得
領
田
玖
段
事

在
贈
於
郡

一
条
三
里
九
坪
捌
段
字
楠
本

同
条
四
里
十
九
坪

壱
段
字
久
保
山
（
下
略
）

と
あ
る
。

米
倉
二
郎
氏
は
「
条
里
の
南
限
」
と
題
す
る
論
文

（
『
史
学
研
究
』
六
六
、
昭
和
三
二
年
刊
）
で
、

大
隅
国
分
を
中
心
と
し
た
地
域
の
条
呈
復
元

中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鏡
山
）

四



中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鏡
山
〉

四

案
を
示
さ
れ
、
台
明
寺
文
書
中
条
呈
坪
付
の
あ
る
郡
内
の
関
係
文
書
二
通
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
隅
で
は
国
分
寺
祉
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
国
府
祉
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
大
概
は
主
と
し
て
地
名
考
証
か
ら
、
国
分
市
府
中
付
近

に
推
定
さ
れ
て
い
る
。
府
中
付
近
は
正
確
で
は
な
い
が
、
東
西
南
北
の
地
割
線
は
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
状
か
ら
六
O
聞
方

格
の
地
割
線
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
国
分
寺
付
近
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
北
六
O
度
東
偏
す
る
方
位
に
軸
線
が
あ

る
地
割
が
あ
る
。
こ
れ
が
国
府
旧
城
下
町
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
そ
の
東
端
に
接
し
て
、
東
西

t
南
北
方
向
（
北
七
度
東
傾
）
の
条
里

区
画
ら
し
い
地
区
が
九
町
に
五
町
程
度
残
っ
て
い
る
。
現
在
の
地
名
で
、
名
波
、
山
下
、
拝
回
、
迫
田
の
各
部
落
に
固
ま
れ
た
地
帯
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
九
ノ
坪
の
字
名
も
残
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
国
分
市
内
で
は
以
上
三
つ
の
条
塁
区
が
併
存
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
第
三
の

名
波
南
条
里
区
は
近
代
の
耕
地
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
二
十
九
年
市
役
所
調
製
国
分
市
地
図
（
三
千
分
ノ
一
）
で
は
一
坪
の
平

均
は
約
三
六
O
尺
方
格
で
あ
る
。
一
方
格
の
各
々
の
尺
度
を
計
る
と
、
部
分
的
に
わ
ず
か
の
出
入
は
あ
る
が
、
広
域
の
平
均
値
を
求
む
れ
ば
、

一
般
の
三
六
O
尺
方
格
の
例
に
外
れ
は
し
な
い
。

し
か
る
に
第
二
の
国
分
地
域
地
割
線
は
、
前
述
の
よ
う
に
同
辺
地
区
に
於
て
平
均
四
O
O尺
の
方
格
線
に
一
致
す
る
所
が
多
い
。
四
O
O尺

に
正
確
に
一
致
し
な
い
で
も
、
部
分
的
に
一
致
し
、
方
格
線
の
大
要
は
、
付
図
に
よ
っ
て
郭
外
条
里
三
六
O
尺
方
格
と
対
照
す
れ
ば
、
自
ら
明

ら
か
に
な
る
と
思
う
。

つ
ぎ
に
慶
長
初
年
の
割
換
え
の
道
路
方
位
の
由
来
を
た
ず
ね
る
と
、
こ
の
地
区
割
の
方
位
は
旧
条
里
地
割
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
掲

第
一
号
資
料
に
い
う
「
一
、
大
手
口
よ
り
古
路
の
ま
ま
縄
引
始
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
い
条
里
の
一
線
を
と
っ
て
、
新
地
割
が
は
じ
め
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

石
田
三
成
検
地
尺

石
田
三
成
は
秀
吉
の
南
九
州
制
圧
の
後
、
検
地
奉
行
と
な
り
、
島
津
氏
所
領
の
検
地
を
行
っ
た
。
彼
の
行
っ
た
検
地
は
い
わ
ゆ
る
天
正
の
太

閤
検
地
で
、
当
時
使
用
し
た
と
い
う
間
杖
が
、
鹿
児
島
市
磯
の
集
成
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
検
地
尺
が
中
世
博
多
お
よ
び
大
隅
国





府
の
町
割
の
単
位
尺
と
も
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
久
し
く
思
っ
て
い
た
り
昭
和
四
十
七
年
三
月
鹿
児
島
の
ラ
サ

l
ル
高
校
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
、
上
村
俊
雄
氏
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
っ
て
実
物
を
調
べ
る
機
会
を
得
た
、
（
第
九
図
）

こ
れ
は
全
長
四
五
・
五
二
糎
、
幅
五
・
九
糎
の
、
い
わ
ゆ
る
－
尺
ざ
し
で
あ
る
ω

片
面
（
仮
に
表
面
と
よ
ぷ
）
に
寸
刻
み
の
横
線
が
浅
く
彫

り
込
ま
れ
、
片
面
（
裏
面
）

に
は
や
は
り
上
下
に
二
本
の
横
線
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
聞
に
次
の
よ
う
な
二
行
の
墨
書
が
あ
る
ο

「
此
寸
を
以
六
し
ゃ
く
三
寸
を
一
聞
に
相
さ
だ
め
候
て

五
聞
に
六
十
聞
を
壱
た
ん
に
可
仕
候
也
」

表
面
に
は
横
線
の
両
端
上
に
×
印
を
つ
け
、
そ
の
中
聞
が
一
尺
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
c

更
に
そ
の
外
側
両
端
に
は
石
田
治
少
（
花
押
）

の
署
名
が
あ
る
。
石
田
治
部
少
輔
三
成
の
略
称
で
あ
る
υ

さ
て
問
題
の
寸
わ
け
は
正
確
な
等
分
で
な
く
、
ま
た
画
線
も
正
確
な
平
行
線
で
な
い
の
で
、
両
端
で
少
差
が
あ
る
。
従
っ
て
次
に
示
す
計
測

値
は
画
線
の
中
点
の
距
離
で
あ
る
。
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片
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F
S
密

BF件
斗

右
の
計
測
に
よ
る
と
寸
単
位
で
は
ず
い
ぶ
ん
出
入
が
あ
る
が
、

一
尺
は
厘
位
ま
で
の
計
算
で
は
曲
尺
の
一
尺
に
正
確
に
一
致
す
る
。
し
か
し

裏
面
の
間
杖
の
単
位
と
な
る
尺
は
、
二
横
線
開

ωω
・
青
白
で
曲
尺
で
計
れ
ば

H・
5
H
尺
と
な
る
心
従
っ
て
検
地
尺
が
こ
の
物
指
を
以
て
六
尺

と
す
れ
ば
、
六
尺
六
寸
と
な
る
υ

表
面
の
単
位
を
と
れ
ば
、
六
尺
三
寸
の
検
地
尺
と
な
る
υ

い
ま
は
大
閤
検
地
の
間
竿
が
六
尺
三
寸
で
あ
る
と

い
う
当
時
の
文
字
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
裏
面
の
線
の
意
味
は
な
く
な
る
。
検
地
尺
の
検
討
は
こ
こ
で
は
な
お
問
題
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と
と

中
川
町
市
り
と
条
幼
遺
制
（
下
）

（
鋭
山
）

[Jg 



中
山
町
制
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鋭
山
）
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し
、
六
尺
六
寸
一
聞
の
単
位
と
な
る

尺
一
寸
の
物
指
も
あ
っ
た
こ
と
を
注
意

し
て
お
こ
う
。
こ
の
六
尺
六
寸
聞
は
上

述
の
よ
う
な
町
割
単
位
に
も
関
係
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
国
府
麓
の
計

画
尺
と
し
て
採
用
さ
れ
た
可
能
性
も
つ

よ
く
な
る
で
あ
ろ
う
t

第
四
中
世
町
割
り
の
理
念

京
の
太
閤
町
割

戦
国
争
乱
の
時
期
の
京
都
の
荒
廃
も

博
多
に
お
と
ら
な
か
っ
た
し
王
城
の
京

都
は
応
仁
の
兵
変
以
後
大
半
を
焦
土
と

化
し
、
信
長
再
度
の
京
都
侵
入
の
際
に

も
放
火
掠
奪
を
重
ね
た
。
こ
の
よ
う
に

上
ノ
京
を
中
心
と
し
て
荒
野
と
な
る
状

態
で
あ
っ
た
が
、
秀
吉
は
天
正
十
三
年

来
楽
第
を
営
み
、
九
州
よ
り
帰
洛
後
こ

こ
に
入
っ
た
に
秀
吉
の
京
都
復
興
の
第



一
歩
は
「
お
土
居
」
の
築
造
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
天
正
十
九
年
正
月
か
ら
着
手
し
延
々
五
里
八
丁
十
一
間
四
尺
二
寸
（
一
川
線
の
調
べ
）
に
及
ぶ
大

土
塁
を
築
い
た
の
で
あ
る
。

復
興
計
画
の
第
二
は
、
道
路
設
置
と
町
区
設
定
、
す
な
わ
ち
町
割
で
あ
る
。
平
安
京
は
遷
都
以
来
条
坊
の
制
が
あ
っ
て
、
大
小
路
に
よ
っ
て

整
然
と
し
た
区
画
が
残
っ
て
い
た
。
一
町
の
方
格
は
四
丈
若
く
は
八
丈
の
大
小
路
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
で
、
一
方
格
の
な
か
は
、
四
行
八
円
を

聞
き
、
中
に
南
北
の
小
径
を
持
っ
て
い
た
。
秀
吉
は
こ
の
南
北
の
小
路
を
新
に
公
道
化
し
て
、
方
格
町
内
を
二
分
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結

果
は
方
格
地
割
は
短
冊
形
地
割
と
な
り
、
結
果
に
於
て
は
博
多
の
町
屋
配
置
と
同
じ
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
京
都
の
短
冊
形
地
割
は
、
基
礎
に

方
格
地
割
の
条
坊
制
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
大
小
路
を
復
旧
し
、
方
格
町
内
に
南
北
路
を
通
じ
た
の
で
、
結
果
と
し
て
も
長
短
比
例
の
変
ら
な

い
捻
然
と
し
た
も
の
が
出
来
た
。
町
並
は
間
口
の
狭
い
場
合
は
「
う
な
ぎ
の
寝
床
」
式
の
細
長
い
間
取
り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
京

風
の
建
て
方
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
は
京
に
も
田
舎
風
の
間
取
り
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
街
路
を

一
軒
の
庭
の
奥
か
ら
、
正
面
の
家
の
玄
関
か
ら
奥
ま
で
見
通
し
が
出
来
る
と
い
う
景
観
と
な
っ
た
。
中
世
に

は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
街
村
が
発
達
し
、
商
業
市
場
な
ど
都
市
勃
興
の
初
期
に
は
似
た
よ
う
な
家
並
み
が
出
現
し
た
。
最
初
に
あ
げ
た
聖
福
寺

借
家
屋
並
み
も
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

は
さ
ん
で
両
側
の
家
が
並
ぶ
時
、

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
、
博
多
町
割
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た
短
冊
形
の
地
割
は
、
京
都
の
太
閤
町
割
に
先
た
っ
た
秀
吉
の
テ
ス
ト
ワ

1

グ
と
し
て
う
け
と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
町
幅
単
位
の
二

O
O尺
（
二
十
丈
）
或
は
四

O
O尺
（
四
十
丈
）
と
い
う
数
値
も
、
平
城
京
都
の

条
坊
制
尺
度
に
も
と
e

つ
い
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
太
閤
以
前
に
博
多
に
こ
の
よ
う
な
町
割
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
九
州
の
主

都
大
半
府
が
王
朝
以
来
条
里
制
三
六

O
間
方
格
の
区
分
法
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
名
称
の
み
条
坊
を
称
し
た
例
か
ら
み
て
も
、
恐
ら
く
は
博
多
町

割
の
基
準
は
太
閣
の
創
意
で
は
な
か
っ
た
か
と
愚
考
す
る
。
秀
吉
は
博
多
の
町
割
の
構
想
の
な
か
に
、
京
都
王
城
に
な
ぞ
ら
え
る
意
図
が
あ

り
、
町
民
の
居
住
の
実
際
か
ら
短
冊
形
の
地
割
に
導
か
れ
、
最
後
に
は
零
細
町
民
は
奥
行
の
長
い
間
取
り
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
の
町
割
と
神
戸
市
街
区
制

中
山
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（鋭山）

四
五



中
世
町
割
り
と
条
坊
遺
制
（
下
）

（
鏡
山
）

四
六

こ
の
よ
う
な
都
市
区
画
の
理
念
は
、
天
正
の
噴
か
ら
新
興
都
市
の
計
画
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
第
一
に
江
戸
の
町
割
で
も
『
天
王
日
記
』
の

天
正
十
八
年
九
月
一
日
の
条
に
、
「
本
町
通
り
絵
図
仰
付
け
ら
る
。
四
十
丈
づ
つ
に
わ
り
可
申
旨
云
々
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
も
、
京
都
の
方
格

区
画
を
基
礎
に
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
な
か
は
各
々
三
等
分
し
奥
行
き
を
京
間
二
十
間
づ
っ
と
し
た
。
二
十
聞
の

実
質
に
は
四

O
O尺
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
一
三
間
半
と
い
う
数
値
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
博
多
の
町
割
り
と
同
様
の
錯
雑
し
た
町
立
て
が
出

て
来
て
い
る
。

勿
論
江
戸
の
町
は
、
そ
の
後
の
発
展
に
よ
っ
て
、
変
佑
に
富
ん
だ
町
割
が
出
来
る
が
、
当
初
の
四
十
丈
方
格
割
の
地
区
は
、
日
本
橋
区
佐
木

町
の
近
傍
で
あ
っ
た
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
四
十
丈
方
格
の
町
割
の
例
は
平
城
平
安
の
条
坊
制
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
が
J
三
十
六
丈
の

条
里
区
画
に
発
達
し
た
市
街
地
も
あ
る
。
た
と
え
ば
神
戸
市
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
地
は
北
に
六
甲
摩
耶
山
塊
が
あ
り
、
海
岸
に
向
っ

て
細
長
い
段
丘
平
野
が
つ
－
つ
い
て
い
る
。
現
在
の
東
西

t南
北
の
道
路
は
地
形
に
応
じ
た
方
位
を
と
っ
て
、
道
路
の
心
々
で
三
六

O
尺
を
計

る
。
町
名
は
一
坪
の
範
囲
を
何
丁
目
と
称
し
て
い
る
。
町
内
の
小
路
は
坪
の
界
線
に
平
行
す
る
四
乃
至
六
の
直
線
路
が
十
字
形
に
ま
じ
わ
っ
た

り、

T
字
路
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
源
氏
香
式
の
小
路
で
あ
る
。
こ
の
小
路
の
交
錯
グ
イ
プ
は
、
条
皇
一
坪
の
な
か
の
小
割
と
も
関
連
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
此
処
で
は
長
地
割
で
も
な
く
、
半
折
の
割
で
も
な
い
、
特
殊
の
グ
イ
プ
と
い
う
こ
と
に
止
め
て
お
こ
う
。

中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
都
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
封
建
領
主
の
治
所
を
中
心
に
発
達
し
た
。
し
か
し
博
多
の
よ
う
な
商
業
都
市
の
区

画
は
、
自
然
発
達
の
形
態
よ
り
も
、
都
市
計
画
に
よ
る
規
制
が
後
世
ま
で
つ
e
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
あ
げ
た
諸
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
都

市
の
性
格
に
お
い
て
相
違
が
あ
る
に
し
て
も
、
玉
城
的
観
念
の
採
用
と
い
う
点
に
於
て
は
共
通
し
た
一
面
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
を
と
り
だ
し

て
み
た
の
が
拙
論
の
主
旨
で
あ
る
。



The Tradition of Jobo System in Japanese 
Medieval City Plan. (2) 

Takeshi KAGAMIYAMA 

The town planning of Hakata was practised, 1587, by Toyotomi 
Hideyoshi. 

Then, and now also, the roads run across at right angle, and one 
side of every town section was measured 200 Shaku, and the other 400 
Shaku. 

In the capital city planning at ancient Japan, Nara as well as Kyoto 
was constituted with 400 shaku square sections. This is the fundame­
ntal idea of the Jobo system in Japan. After he re terned from Kyushu 
to Kyoto, Hideyoshi reconstructed a new city on the ruined capital 
Kyoto 

By the same idea as Hakata planning, the new city Kyoto was built 
in the center part of the ancient capital. and the city was surrounded 
by the new earthen bank called "Odoi" 

When Hideyoshi stayed at Hakata, I imagine, he hoped to reconstruct 
the ancient Japanese city on one hand Hakata, on the other hand Kyoto. 

At the end of medieval era, Hideyoshi's planning was considered as 
typical one. In the early years of the foundation of Edo, the same 
section planning and the same road system were adopted. 

In the last part of this article, I mentioned an example of local town 
with some resemblance to the medieval Kyoto's plan. It was Kokubu, 
a fudal town founded by SyimazuYoshihisa, in Osumi, near the southern­
most Kyushu. 
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